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一
商
業
資
本

闘

す

る

考

察
松

井

清

ご
っ
一
。
形
態
又
は
亜
種
に
分
れ
る
。
商
品
取
引
資
本
と
貨
幣
取
引
茨
木
と
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

以
下
、
資
本
の
核
心
構
誌
の
分
析
忙
必
望
な
る
限
り
、
立
。
て
と
白
開
資
本
白
特
徴
を
示
す
己
と
広
す
る
。
で
、
と
白
と
と
は
、
近

世
辞
情
豊
が
そ
む
一
設
内
射
の
代
表
者
迭
に
於
い
て
き
へ
も
、
商
業
資
本
を
以
円

J

て
直
接
に
産
業
茨
木
と
混
同
し
、
商
業
資
本
白
諾
特
質

を
ぽ
資
際
の
ん
一
と
ろ
全
〈
看
過
し
て
い
る
が
故
に
、
術
史
、
b
、

必

要

な

の

で

あ

る

。

.

陶
人
茨
木
又
は
尚
業
者
木
ほ
、

1
1
{
カ
ー
ル
・
マ
作
グ
ス
ー

1
l

思

ま
と
と
に
尚
業
務
木
は
近
壮
経
隣
同
年
に

b
u
a
一
う
の
官
駒
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

問

事占

マ
ル
ク
ス
が
「
近
世

経
樹
間
竿
の
最
良
白
代
表
者
連
」
止
呼
ぶ
む
は
・
恐
ら
く
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
デ
ず
イ
ツ
ド
・
リ
カ
ー
ド
を
指
す
白
で
あ
ろ
う
が
、
商

業
者
本
に
つ
い
て
全
此
飼
れ
て
み
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
そ
の
亜
流
者
誌
と
迷
っ
て
、
尚
業
校
本
に
正
面
か
ら
取
組
ん
だ
彼
等
で
さ

え
も
、
商
業
資
本
社
工
業
資
本
や
農
業
資
本
と
同
列
に
K
M

い
て
巧
怨
す
る
に
止
ま
ワ
て
い
た
の
商
業
資
本
白
科
皐
附
な
究
明
は
、
カ

ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
世
ま
ワ
て
始
め
て
笠
現
せ
ら
れ
た
白
で
あ
る
。
資
本
論
第
三
傘
第
四
編
が
こ
れ

ι首
℃
ら
れ
て
い
る
。

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻

第
一
二
一
・
=
一
瞬



商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

鵠
六
十
八
巻

第
一
工
一
・
=
一
説

ー

肱
札
周
知
。
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
の
功
続
は
商
業
資
本
を
、
流
活
過
程
内
に
あ
る
商
品
資
本
白
機
能
が
特
殊
由
一
資
本
心
特
殊
機
能

と
し
て
樹
立
化
苫
れ
、
分
業
に
よ
ワ
て
或
呂
特
殊
た
穂
類
白
資
木
家
た
ち
に
創
設
て
ら
れ
た
も
白
と
し
て
担
え
た
鮪
で
あ
る
。
か
く

す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
始
め
て
、
商
業
上
白
利
潤
が
、
生
産
地
程
に
拾
い
て
生
み
出
苫
れ
た
利
潤
匂
単
な
る
控
除
郁
分
で
あ
る
こ
と
、

従
っ
て
商
業
費
本
は
不
生
産
的
注
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
し
ι
い
え
よ
う
。
と
白
よ
う
な
不
生
産
的
危
性
格
白
も
白

で
あ
る
に
拘
ら
4
y
J
声
商
業
者
本
が
濁
立
白
存
十
代
を
保
ち
う
る
の
は
、
そ
紅
が
産
業
資
本
白
た
め
に
流
活
矧
聞
社
短
縮
し
、
ま
た
市
場

白
一
拡
大
を
助
け
て
諸
資
本
同
D
介
業
を
媒
介
す
る
と
い
う
そ
の
作
別
に
上
っ
て
で
あ
る
と
い
う
賄
を
指
摘
し
。

資
本
主
義
生
産
白
下
に
ゐ
け
る
商
業
D
意
義
を
究
明
し
た
。

マ
ル
ク
ス
は
見
事
に

マ
ル
ク
ス
白
功
績
は
ま
た
資
本
主
義
生
産
の
各
幾
展
段
階
に
沿
い
て
商
業
の
持
つ
意
義
白
相
遣
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
第
一
に
費
本
主
義
生
産
に
入
ろ
う
と
す
る
常
時
に
あ
っ
て
は
商
業
が
産
業
を
支
配

L
て
い
る
が
、
資
本
主
義
生
産
が
確

立
す
る
と
と
も
に
反
謝
に
産
業
が
同
業
主
支
配
す
る
に
五
る
描
程
を
明
ら
か
忙
し
た
。
と
れ
も
狭
く
限
ら
れ
た
歴
史
的
硯
野
し
か
も

た
な
か
っ
た
近
此
経
横
暴
の
見
終
し
た
鼎
で
あ
っ
た
。
第
二
に
マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
生
産
白
下
に
沿
け
る
前
業
資
本
白
意
義
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
よ
ワ
て
、
者
本
主
義
生
産
の
愛
展
が
商
業
に
い
恥
な
る
影
響
を
興
え
る
か
に
円

J

い
て
も
、
貴
重
な
示
唆
を
あ
た
え

て
い
る
。
己
白
示
唆
は
後
に
「
余
融
資
本
論
」
の
著
者
ル
ド
ル
フ
・
ヒ
ル
フ

7

1
デ
イ
ン
グ
に
よ
っ
て
更
に
後
展
せ
し
め
ら
れ
た
も

白
で
あ
る
。

苫
て
本
論
は
金
融

l
狗
占
資
本
主
義
の
段
階
と
い
わ
れ
る
最
近
白
資
本
主
義
生
産
に
お
け
る
商
業
資
本
に
つ
い
て
若
下
の
考
察
主

加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
自
身
に
上
る
汚
閥
抗
忙
入
る
前
に
、
ヒ
ル
フ
ア

l
デ
イ
ン
グ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
せ
ら

れ
た
諸
騎
を
ま
と
め
て
沿
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。



金
融
U
澗
占
資
本
主
義
段
階
に
沿
け
る
商
業
資
本
の
第

-
D
特
徴
は
、
と
れ
に
謝
す
る
銀
行
資
本
白
支
配
力
白
強
化
で
あ
る
。
そ

の
離
に
闘
し
、

ヒ
ル

7
7
1
デ
イ
ン
グ
は
弐
D
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
商
業
に
劃
す
る
銀
行
資
本
D
影
響
白
問
題
は
、

と
れ
と
異

な
り
一
層
興
味
が
あ
る
。
い
ま
や
商
業
も
ま
た
商
品
を
権
保
と
し
て
借
入
れ
を
な
し
う
る
。
と
の
資
本
に
封
し
て
は
、
た
だ
利
子
だ

け
を
支
挽
へ
ば
土
い
。
け
れ
ど
も
、
と
の
商
業
そ
白
も
の
か
ら
は
何
ら
の
利
潤
も
登
生
し
な
い
。
商
業
は
、
充
用
資
本
白
大
き
さ
に

脳
出

4
y
る
だ
け
O
平
均
利
潤
し
か
質
現
し
な
い
。
し
か
る
忙
、
今
や
ま
す
ま
す
多
く
D
信
用
が
商
業
に
融
通
さ
れ
る
か
ら
、
同
一
数
量

を
取
引
す
る
に
は
、
今
で
は
ま
ず
ま
ず
少
量
白
自
己
資
本
で
足
る
。
だ
か
ら
、
と
む
資
本
に
謝
す
る
商
業
利
潤
は
、
い
ま
や
、
主
h
y

大
な
る
商
品
量
に
割
蛍
て
ら
れ
る
。
ゆ
え
忙
商
業
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
商
品
便
格
白
昂
騰
は
減
少
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
商
業

利
潤
は
産
業
利
潤
か
ら
の
控
除
分
に
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ら
、
産
業
利
潤
は
同
じ
額
だ
け
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
商
品
償
格
は
泊

費
界
に
と
っ
て
は
依
然
と
し
て
同
一
白
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
銀
行
資
本
介
入
白
糖
呆
は
、
第
一
、
産
業
利
潤
O
昂
騰
、
第
二
、

全
般
と
し

τ
白
、
ま
た
個
々
白
商
品
位
算
営
し

τ
白
、
商
業
利
潤
白
低
下
、
品
主
び
第
三
、
商
業
利
潤
白
一
一
部
分
由
利
子
化
、
と
れ

で
あ
る
。
最
後
む
も
の
は
、
商
業
資
本
O

一
部
分
が
銀
行
資
本
に
上
っ
て
置
き
か
え
ら
れ
る
必
然
D
結
果
で
あ
る
。
」
展
近
白
資
本

主
義
に
語
い
て
現
資
に
と
の
主
う
な
事
態
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
白
鮪
が
第
一
に
考
察
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
ご
の
特
徴
は
産
業
資
本
に
封
ず
る
商
業
者
木
白
地
位
白
相
射
的
危
弱
慨
化
で
あ
る
。
と
の
閥
係
に
沿
い
て
は
、
資
本
力
白
大
小

が
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
h
p
/
}

と
と
も
陀
資
本
の
形
態
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
自
由
競
争
が
支

配
し
て
い
る
聞
は
、
商
業
は
産
業
資
本
家
間
の
競
争
を
自
分
に
布
利
に
利
用
す
る
と
と
が
で
き
る
。
と
む
と
と
は
、
生
産
が
な
ゐ
比

較
的
多
く
、
分
散
さ
れ
、
商
業
の
集
中
が
よ
り
多
〈
進
歩
し
て
い
る
産
業
部
門
に
沿
い
て
特
に
そ
う
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
産
業
資
本
む

集
中
が
進
む
に
つ
れ
て
商
業
白
地
伎
は
逆
輔
し
、
と
く
に
産
業
ム
忙
烏
け
る
資
本
主
義
的
結
合
が
残
生
す
る
と
、
商
業
は
そ
の
存
立

商
業
費
本
に
闘
す
る
一
考
察

事
六
十
八
巻

第
了
一
一
・
三
銭



商
業
費
本
に
闘
す
る
一
考
察

事
六
十
八
番

四

第
了
一
一
・
一
ニ
輯

同

の
基
礎
を
危
く
さ
去
す
る
忙
至
る
。
カ
ル
テ
ル
と
商
業
む
闘
係
に
つ
い
て
ヒ
ル
フ
ア

l
ダ
イ
ン
グ
は
弐
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
し
か
る
に
、
わ
れ
わ
れ
白
見
た
如
く
、

カ
ル
テ
ル
化
は
す
で
に
産
業
と
銀
行
費
本
と
白
内
図
的
連
絡
を
一
示
し
て
い
る
、

こ
れ
が
た

め

カ

ル

テ

ル

は

通

常

、

カ

ル

テ

ル

白

法

則

が

商

業

に

封

じ

て

強

制
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
法
則
の
内
容
は
、
支
す
る
に
、
商
業
か
ら
そ
白
濁
白
性
を
辛
い
、
慣
格
決
定
白
作
‘
用
を
取
り
あ
げ
る

}
一
麿
大
な
る
力
主
有
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、

ζ

と
た
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

カ
ル
テ
ル
化
は
、
費
水
白
投
下
部
商
と
し
て

D
商
業
主
廃
止
す
る
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
テ
ル
化
は
商

業
作
用
争
制
限
し
、
と
の
一
作
用
の
一
部
分
を
除
去
し
、
そ
し
て
残
り
の
部
分
を
カ
ル
テ
ル
自
身
の
賃
銀
労
働
者
、
代
理
販
賢
人
白
手

に
よ
っ
て
行
う
。
そ
の
際
、
従
来
白
商
人
の
一
部
分
は
長
そ
ら
く
か
よ
う
な
代
珂
収
責
人
に
さ
れ
う
る
。
」

戦
後
の
日
本
で
制
定
せ

ら
れ
た
濁
占
禁
止
段
、
事
業
者
問
燃
法
等
は
、
資
木
、
主
義
的
及
結
合
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
中
新
な
る
形
に
砕
け
る

青
木
白
集
中
は
進
行
し
、
そ
れ
が
商
業
茨
木
吃
影
響
を
興
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
心
事
貨
が
と
こ
で
D
考
察
の
封
象
と
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
た
い
。

第
三
の
特
徴
は
商
業
費
木
自
仰
の
う
ち
に
お
け
品
集
中
傾
向
で
あ
る
。
産
業
資
本
む
集
中
は
営
然
商
業
資
本
に
も
集
中
傾
向
を
生

み
出
し
、
そ
の
こ
と
が
中
小
商
業
忙
劃
す
る
危
機
を
も
た
ら
す
ζ

と
に
な
る
。
ヒ
ル
フ
ア

1
デ
イ
ン
グ
は
商
業
資
本
自
慨
の
う
ち
に

「
商
業
技
術
的
に
は
大
経
営
が
小
経
営
に
ま
さ
る
己
と
明
か
で
あ
る
。
責

な
け
る
集
中
傾
向
忙
つ
い
て
女
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

買
白
費
用
や
そ
れ
D
記
帳
は
、
取
引
さ
れ
る
偵
値
額
。
大
き
さ
に
つ
れ
て
増
加
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
こ
で
集
中
の
傾
向

が
生
A
Y
Z
。
し
か
る
に
他
万
、
商
業
の
佐
賀
上
、
そ
れ
が
消
費
者
に
近
づ
け
ば
近
づ
〈
だ
け
、
販
商
日
は
場
所
的
に
も
時
間
的
に
も
ま

す
ま
す
分
散
さ
れ
る
。
だ
か
ら
泊
費
へ
む
接
近
段
階
に
舷
じ
、
経
営
の
大
き
さ
に
一
定
白
限
界
が
あ
る
ζ

と
に
な
る
。
と
の
限
界
た

る
や
、
喜
一
く
弾
力
性
を
有
し
一
閣
の
登
展
評
皮
に
う
れ
て
抜
大
さ
れ
る
も
白
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
取
引
純
国
白
大
き
さ
の
相
違



を
保
件
づ
け
る
も
D
で
あ

h
o」

作
れ
ま
で
商
業
に
沿
け
る
集
中
傾
向
は
主
と
し
て
、
小
頁
部
商
に
砕
け
る
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス

}
ア
劃
小
費
商
白
問
題
と
し
て
把
え
ら
れ

τ
い
る
け
れ
ど
も
、
よ
り
重
要
な
由
は
卸
責
部
面
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
卸
買
部
商
に
ゐ

け
る
最
近
の
集
中
傾
向
を
事
貨
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

(3) (2) (1) 

ル
ド
ル
ァ
・
ヒ
ル
ア
ァ

I
ダ
イ
ン
グ
「
金
融
資
本
論
」
林
要
氏
邦
語
(
改
建
立
庫
)
二
九
ニ
頁
。

ヒ
ル
ヌ
ァ
1
デ
ィ

ν
グ
前
掲
四

O
八

l
四
O
九
頁
。

ヒ
ル
ア
ァ

1
デ
ィ
ン
グ
前
掲
=
一
九
九
|
四
O
O
買。

繊

維

商

業

資

本

右
に
一
不
さ
れ
た
上
う
&
諸
特
徴
を
、
日
本
に
長
け
る
最
近
白
奇
本
主
義
に
つ
い

E
み
占
う
と
す
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
日
木
資
本

主
義
白
特
殊
性
と
し
て
と
れ
ま
で
指
摘
さ
れ

τき
た
諸
結
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
日
本
経
済
白
現
貨
の
う
ち
に
、
右
の
よ

う
な
諸
特
徴
が
、
い
か
に
兵
慨
的
陀
現
わ
れ
る
か
と
い
う
と
土
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
尚
業
資
本
白
産
業
に
謝
す
る
問
屋

制
的
な
支
配
が
虞
汎
に
存
在
し
た
と
い
う
日
本
の
特
徴
が
掛
〈
わ
れ
わ
れ
の
開
心
を
引
く
。
戦
後
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
白
過
程
に
沿

い
て
急
速
に
長
し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
金
融
U
猫
占
資
本
O
へ
ゲ
壬
ヱ
ー
の
確
立
白
過
程
は
、
と
う
い
ワ
た
問
屋
的
商
業
費
本
に
ど

の
よ
う
左
影
響
を
あ
た
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
な
さ
れ
た
諸
改
草
と
、
そ
れ
に
伴
う
新
な
る
資
本
集
中
は
、
商
業
資
本
の
問
屋
制

的
支
配
在
山
早
在
る
形
骸
化
し
、
質
質
的
に
商
業
資
本
は
近
代
化
し
た
と
主
張
す
る
人
達
が
あ
る
。
と
れ
に
封
し
て
戦
後
な
さ
れ
た
諸

改
革
は
置
に
形
式
的
な
も
白
忙
止
っ
て
い
て
，
新
な
る
資
本
白
集
中
に
も
拘
ら
す
、
商
業
資
本
の
問
屋
制
的
支
配
閥
係
は
、
寅
質
的

に
も
残
在
し
て
い
る
と
主
張
す
る
人
達
が
あ
る
。
三
白
小
論
は
と
う
い
う
た
論
争
閣
に
解
決
を
輿
え
る
乙
と
を
直
接
に
目
的
と
す
る

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
噌
察

静
六
十
八
巻

五

第
一
二
一
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=
一
貌

王



商
業
費
本
に
闘
す
る
一
考
察

静
六
十
八
巻

占
/、

事
一
二
了
コ
一
披

大

も
四
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
最
近
白
資
本
主
義
白
下
に
晶
け
る
商
業
者
本
の
意
義
主
究
明
す
る
泊
程
に
沿
い
て
、

か
白
示
唆
を
あ
た
え
う
る
と
と
を
期
待
し
て
い
hc
。

そ
心
問
題
に
何
ら

(1) 

銀
行
者
本
と
の
閥
係

さ
て
ま
や
第
一
ー
に
銀
行
資
木
と
商
業
資
本
と
の
関
係
か
ら
始
め
る
と
と
に
し
よ
う
。
ヒ
ル
ソ
ア
I
J
7
イ
Y

グ
は
、
金
融

1
潤
占
資

本
主
義
段
階
忙
蒔
け
る
銀
行
費
本
の
商
業
資
本
支
配
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
戦
後
白
日
本
資
本
主
義
に
あ
っ
て
、
と
の
閥
係
は
ど
白

よ
う
に
在
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
，
大
阪
市
で
な
さ
れ
た
「
日
銀
抑
制
官
」
は
乙
白
鞘
に
闘
し
、
良
い
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
と
の

調
蚕
は
戦
前
と
戦
後
の
比
較
を
行
な
う
た
め
に
、
繊
維
閥
係
を
と
り
あ
げ
、
ま
す
、

M
商
枇
白
昭
和
十
三
年
及
び
昭
和
二
十
四
年
の

貸
借
鈎
照
表
を
あ
げ
て
い
る
。

験
前
U
昭
和
十
一
一
一
年
十
一
月
現
在

預商費有不

金 科

計及 掛債動

現 音量 目

金品金券産

三七、 六、 五、 六、 七、 八 直翠位方借

七 六 o 0 七
七五七三四八

ー 比

O 二三O 一三一 10/市
O 一 一一一月ι下

利諸未積費科

計主主預擁立本

り 目

金金金金金

貸

七、 三一二車

三 八 o:=o一 O g Eイ)立方
七二一回の
七 O 六一 O

¥ 

比

8二百三孟話料|



右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
に
烏
い
て
は
、
者
産
直
で
は
「
預
金
・
現
金
」
が
二
三
%
を
占
め
、
金
融
的
を
機
能
D
稜
誌
に
弾

力
料
の
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
負
債
面
で
は
借
入
金
、
手
形
等
は
な
く
、
者
本
金
、
積
立
金
、
利
益
金
等
自
己
資
本
に
屈
す
る

も
の
が
五
四
%
を
占
め
て
止
り
、
銀
行
政
官
本
白
支
配
が
ま
だ
十
分
進
ん
で
い
た
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
戦
後
の
炊
汎

は
衣
の
よ
う
に
た
ワ
て
い
る
。

職
後
日
昭
和
二
十
四
年
五
月
現
荘

科
不よ有ー

使
動掛

手
梯

日
控

形他 産

一
二
、
九
四
大

比

主 ラ五事

科

Fcl 
金金金形金

貸

方L庫
惟
片
岡
~

一一
O
、0
0
0

一、一

0
0

主
主
入
、
=
一
七
五

八
O
、O

五
三
閥
、
八
入
六

一
六
五
、
八
一
二
回

九
、
四
四
回

一
、
三
六
九
、
六
五
-
一

上Iユ

て'1<3:
タら』

一

費商再三
~ 

取

借

方(
単
位
干
闘
)

雰

四
八
二
主
-
一

一
、
九
四
九

宣
一
四
、
六
一
一
二

一大
O
、
三
六
四

二
九
二
、
宝
七
七

8 
資

本こ

四

鍛共現

金
・
預

計

告品金

一一
O
九、一

O
八

入

未積

立

矛ミ7し
O 
O 

資
産
商
で
は
昭
和
十
三
年
に
約
四
十
三
%
を
占
め
て
い
た
商
品
並
び
に
現
金
・
預
金
が
一
一
十
一
%
に
低
下
し
て
経
営
の
困
難
を
一
不

第
六
十
八
巻

金

二一

O
、
九
四

一
J
一
六
九
、
六
五

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
轟

扮

支

排

手

借
入
金
及
割
引金

自主

受

ft. 

ヰI

盆計
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第
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ニ
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商
業
費
本
に
闘
す
る
一
考
案

事
大
十
八
巻

し
、
負
債
面
で
は
十
三
年
白
自
己
資
本
五
四
%
に
比
し
二
%
と
激
減
し
、
そ
白
大
部
分
を
未
梯
金
、
借
入
金
に
依
帯
し
て
い
る
。
と

の
欣
視
は
、
金
融
商
に
止
い
て
問
屋
が
戦
後
著
し
く
そ
白
自
主
性
を
失
い
銀
行
資
本
に
依
荏
し
て
い

Z
と
A
E
一
不
す
。
同
様
の
と
と

は
他
白
陶
枇
に
ワ
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
安
営
す
る
の
で
あ
り
、
左
に

E
南
枇
及
び

T
商
枇
に
つ
い
て
の
同
じ
く
「
日
銀
調
査
」

J、
第
一
ニ
一
・
2
一規

J、

を
あ
げ
て
烏
と
う
。

E 

商

凪t

自

場

舎

そ 商 現設 科
計の 金

楳島品預金備 日

金

O 八九O 二
H百

ヨ， 0、 九四、 f昔

=四 F四1 
主 四 四 額
同一 一

、

8E 四 % 
四 国---一

六三一 金

玉七六八O 、 三九、 九七、 三O、 一七、 "13 

ゴ七四し 六 回 ご 方
七 回一 額 四、o =宣

} 4 r、

O O /ι、 ー % 
王 七宝ー

科
計 。融己

i機資 1'1 閣木

〕
金

O 
一 fO四L -

日目

五 九六 貸

四 占ハ ム10 額
七一一

、

O O 
占，、 % 

伊 四

r、4 

五

三 九七九七七 四

金

"7、4 昭
、、

2 
五二

九七 一五
容E 四、

方

ノ 占、

O O 五 四 % 
o = 七

帽
し
そ
自
他
債
極
に
有
償
置
券
一
、
五
四
八
千
闘
を
合
b



T 

商

駐

。
場

合

ぞ商現設 手L
計の 金

擢島 ，¥i'. 預金 備 目

金

一ハ占ーー 昭

九O O 二 八 六 借

二五宍九七 一八 六八
事耳 、

/ 

OO 玉=三四 一四 九
% 

き三三宝ご
金

昭

四一 O 主七
=四 υ 四三 額 回、 方
一一一一一山パ 一

占，、 -

OO 八一 % 
大一一一

そ金目 科
一日了

五債 融己機資
I~I 

閲本

金

、 τ-工、，、4 、
日目

九O O四 ー八 ノ占七、 貸
事責

ー""、占〆、 -

O O 
三五 % 

七 七 六

七O 四一
金

二九八 日目

四 一 一 八八四一一
八O 九四

害耳 四、 方

大

O O 
五四 % 
三四三

但
L
そ
川
町
他
債
構
に
有
償
藷
券
一
』
↑
、
O
七
二
千
闘
を
含
む

右
白
主
う
に

M
尚
枇
む
み
な
ら
歩
、

R
陶
枇
及
び
T
商
杭
も
.
大
同
小
田
開
白
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
か
〈
て
戦
後
白
商
業
資
本
が
、
そ

白
資
本
山
間
係
に
沿
い
て
自
主
性
を
失
ぃ
、
銀
行
安
本
白
支
配
下
忙
弧
〈
組
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

い
う
る
白
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
直
ち
に
、
商
業
資
本
が
近
代
化
し
・
金
融

1
濁
占
資
本
の
支
配
下
に
入
っ
た
と
い
う
と
と
を
意

味
す
る
も
白
で
は
な
い
。
そ
白
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
.
商
業
資
本
と
中
小
工
業
と
白
間
位
、
い
わ
ゆ
る
問
屋
的
支
配
が

残
存
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
夏
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
戦
前
に
比
べ
て
戦
後
白
商
業
資
本
が

著
し
〈
銀
行
資
本
え
白
隷
屈
を
強
め
た
と
い
う
と
と
は
、
注
目
せ
ら
る
べ
き
第
一
の
重
要
左
特
徴
で
あ
り
、
と
の
こ
と
は
日
本
務
本

一
般
的
左
傾
向
と
し
て
い

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻
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商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

。

第
六
十
八
巷

帯
了
ニ
・
=
一
披

O 

(2) 主
義
の
戦
後
に
和
け
る
椿
諮
礎
化
と
閥
速
を
も
っ
白
で
あ
る
。

巨
大
紡
級
資
本
と
白
閥
係

明
治
時
代
紡
績
業
が
ま
だ
地
方
名
を
冠
し
た
期
間
(
例
え
ば
大
阪
紡
、
=
一
重
紡
、
尼
崎
紡
、
鰐
津
紡
等
)
に
や
い
て
は
、
紡
結
業
も
ま
た

問
屋
か
ら
白
援
助
を
う
け
て
い
た
。
即
ち
三
井
物
産
棉
花
部
(
後
に
東
洋
陥
花
)
、
日
木
柏
花
株
式
合
枇
等
白
巨
大
相
花
商
か
ら
紡
績

手
形
D
形
で
金
融
的
に
援
助
さ
れ
、
ま
た
綿
糸
商
か
ら
は
所
定
む
日
歩
hr一
掛
っ
て
前
借
し
て
い
た
凸
で
あ
る
。
だ
が
大

E
時
代
に
入

っ
て
紡
績
資
本
の
築
巾
が
行
わ
れ
、
地
方
紡
が
合
併
さ
れ
て
今
日
の
東
洋
紡
、
日
木
紡
等
に
再
編
成
さ
れ
て
以
後
は
、
紡
績
業
は
女

第
に
こ
れ
ら
D
問
屋
か
ら
淵
立
す
る
に
至
。
た
D
で
あ
る
。
師
ち
日
本
資
本
主
義
心
愛
展
に
作
。
て
産
業
資
本
白
支
配
的
地
位
が
確

立
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
と
と
は
決
じ
て
問
屋
本
来
白
機
能

E
良
失
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
繊
維
問

，

一

屋
は
依
然
と
し
て
そ
白
自
主
性
を
保
ち
つ
つ
、
中
小
加
工
業
者
及
び
小
賀
尚
を
支
配
し
続
け
た
D
で
あ
る
。
織
維
工
業
に
長
け
る
産

業
資
本
の
確
立
は
、
産
業
資
本
と
商
業
資
本
の
分
業
開
係
を
一
躍
明
維
に
し
は
し
た
が
、
そ
の
と
と
は
決
し
て
商
業
資
本
か
ら
問
屋

的
機
能
を
奪
い
去
り
、
皐
な
る
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
チ
ヤ
ア
ン
}
忙
特
化
し
た
と
と
を
意
味
せ
十
、
自
ら
封
建
的
左
前
業
費
本

心
性
格

E
多
分
に
も
っ
た
白
木
の
紡
結
費
本
は
、
商
業
費
水
と
ん
一
も
に
、
中
小
織
布
業
者
を
問
屋
的
に
隷
属
せ
し
め
た
。
昭
和
年
代

忙
入
っ
て
資
本
の
集
中
が
更
に
進
行
し
、
こ
と
に
昭
和
六
年
以
後
、
械
事
，
む
愛
展
に
G
れ
て
、
国
家
濁
占
資
本
主
義
的
た
統
制
が
強

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
間
商
業
資
本
の
排
除
傾
向
が
額
著
と
な
り
、
問
犀
の
地
位
が
著
し
〈
弱
州
同
化
さ
れ
た
と
き
に
沿
い
て
も
、

た
者
か
っ
問
一
障
は
そ
白
地
位
を
畑
山
存
し
た
。
昭
和
十
二
一
年
賀
施
せ
ら
れ
た
綿
業
り
ン
ク
制
は
、
紡
績
業
者
と
中
小
織
布
業
者
と
を
直

援
に
結
び
つ
け
、
制
度
的
に
は
全
く
中
間
閥
業
者
本
を
排
除
し
た
も
白
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
も
商
業
資
本
は
配
給
業
務
白
寅

務
代
行
機
関
と
し
て
そ
の
存
在
任
保
ち
ヨ
つ
、
戦
後
忙
及
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
戦
後
に
至
っ
て
紡
績
業
者
と
商
業
費
木
と
白
聞
係



に
注
目
す
べ
き
鐙
化
が
起
っ
た
。
戦
後
白
イ
シ
フ
レ

l
シ
ヨ
ン
と
、
政
治
上
白
諸
改
革
白
結
果
、
初
績
業
白
問
屋
に
封
す
る
関
係
は

座
百
倒
的
に
強
く
注
り
、
今
や
問
屋
は
少
く
も
紡
績
資
本
と
白
関
係
に
蒔
い
て
は
、
単
な
る
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ー
チ
ヤ
ア
ン
ト
に

特
化
し
よ
う
と
し
て
い
呂
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
紡
績
業
自
身
に
沿
い
て
も
弐
第
に
自
己
資
本
む
割
合
が
減
少
し
、
銀
行
脊
本
忙
封

ず
る
依
存
性
を
強
め
て
い
っ
て
い
る
が
、
そ
白
銀
行
資
本
か
ら
融
資
を
う
け
る
場
合
、
い
ま
や
金
〈
問
屋
白
仲
介
を
必
要
と
せ
守
、

車
調
直
接
的
に
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
戦
後
は
銀
行
資
本
と
紡
総
資
本
の
結
合
、
金
融

l
調
占
脊
本
の
制
覇
が
戦
前

よ
り
一
一
厨
告
し
、
進
め
ら
れ
、
問
屋
は
少
く
と
も
、
こ
れ
ら
金
融
un繍
占
資
本
に
封
し
で
は
早
な
る
ヱ

1
ヂ
エ
ン
ト
化

L
q
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
か
勺
て
紡
精
業
者
に
封
し
て
金
融
的
援
助
を
行
っ
た
商
業
安
本
は
、
今
や
逆
に
紡
績
資
本
か
ら
援

助
せ
ら
れ
う
つ
あ
る
と
苫
え
い
え
魯
〈
は
な
い
。
そ
れ
は
商
枇
に
烏
け
る
支
梯
手
形
残
高
、
買
掛
金
、
未
掛
金
等
白
増
加
に
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
商
業
資
本
@
問
屋
的
機
能
は
全
く
な
く
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
必
ら
中
し
も
そ
う
で
た
い
。
そ
れ
は

中
小
織
布
業
者
、
小
賀
商
に
釣
す
る
関
係
を
み
る
己
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

③
中
小
織
布
業
者
と
の
関
係

織
維
問
屋
白
問
屋
的
文
配
と
い
え
ば
、
主
と
し
て
中
小
織
布
業
者
に
針
し
て
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
及
び
戦
後
白
い
わ
ゆ
る
統
制
経

梼
由
時
期
に
止
い

E
は
、
と
れ
ら
中
小
織
布
業
者
に
劃
し
て
も
、
十
分
の
問
屋
的
機
能
を
果
す
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十

四
午
以
降
一
部
繊
維
品
白
温
剰
と
な
っ
て
く
る
に
伴
つ

τ、
従
来
白
問
屋
も
漸
く
本
来
の
問
屋
的
機
能
を
護
持
す
る
に
至
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
卸
ち
中
小
織
布
業
の
資
金
調
達
に
沿
い
て
、
金
融
機
関
よ
り
の
借
入
金
も
相
官
あ
る
も
D
の
、
問
屋
金
融
と

し
て
の
恨
受
金
が
借
入
金
と
同
程
皮
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
伸
び
つ
う
あ
る
の
は
、
そ
む
と
と
む
一
一
首
左
で
あ
る
と
い
い
え
よ
う
。

は
昭
和
二
十
四
年
白
泉
南
織
布
業
に
つ
い
て
、
所
要
蓮
持
者
金
中
金
融
機
闘
に
依
存
す
る
程
度
が
大
概
五

O
%以
下

「
日
銀
調
主
」商

業
費
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻

時
一
二
了
一
一
二
担



商
業
費
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
凡
巻

章
一
二

7
=一被

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
比
率
は
低
下
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
左
表
は
不
完
全
な
統
計
で
は
あ
る
が
、
大
位

そ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
D
と
い
う
と
と
が
で
き
ょ
う
。

曾
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M
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概
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性)

小
前
日
商
と
白
悶
係

地
方
荷
受
機
関
に
到
す
る
代
金
の
同
取
は
、
大
間
六

O
日
手
形
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
一
方
掛
賓
の
増
加
も
み
ら
れ
る
。
小
貫
及

び
そ
白
他
の
図
慨
に
劃
し
て
は
、
信
別
の
一
蒋
い
も
む
が
多
い
た
め
、
現
金
同
収
が
か
な
担
多
〈
残
っ
て
い
る
。
と
れ
ほ
小
由
民
陶
か
ら

受
取
っ
た
手
形
が
期
日
に
や
ゆ
り
す
、
割
引
い
た
場
令
、
問
屋
白
手
形
白
買
戻
し
を
要
す
る
場
合
が
ぽ
つ
ぽ
つ
あ
り
、
と
れ
ら
白
小
市
川

(
単
位
百
高
図
)

M T Y T D I T 曾

商
壬ζ

間
Z 

商 商
商 商 商

市lt 祉 前日t 面企 Ilit 社 liit 

;!iij受割受書l受到G~ 割受割受書J受 書IJ受

ヨI
引手事l手 ijl手引 手 引 手 引 毛 ヨ | 子 温 子

日百

九六八一三四八 三八四 Q五五 六八
玉八一}六四o_.八 プマ 月

目白

三主二四宍四七七(一四=三人九七八「i月面
=二二五 九o~一一ー四=

日目

六九 三 三 三 五 一五七四七八 λO八二四九四 月四=一六=六=六一 五

九六七九四三四六一五八二九八 八一五六

昭

四
八四四一 O匂 七七八八 月

一 三一四昭一

八九O四 ご四五八 五七四八一五六 四
占一七五九五五一九四五^月、

日自
五一

ご一四宜回四二七 四九二九八一五 六七 四
一四五六 四五一一七 =ー 月

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻

商
に
釘
し
て
は
以
後
現
金
賀
が
強
制
せ

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
n

ま
た
手
形
白
サ

イ
ト
は
表
面
六

O
日
で
あ
っ
て
も
、
期

日
に
烏
け
る
支
梯
不
能
。
た
め
問
屋
が

買
戻
し
、
さ
ら
に
手
形
白
書
換
が
行
わ

れ
、
資
質
的
に
は
八

O
日
九

O
日
と
延

長
さ
れ
ヲ
つ
あ
る
賀
情
に
あ
り
、
戦
前

白
掛
ま
に
よ
る
問
屋
白
融
資
は
資
質
的

に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
共
に
問
犀
に
ゐ

げ
る
受
取
手
形
及
び
そ
O
割
引
赦
祝
白

推
移
表
を
み
よ
う
。

上
表
に
島
い
て
受
取
手
形
が
、
買
上

高
の
減
少
に
も
拘
ら
ナ
、
殆
ん
ど
減
少

第
一
二
一
・
三
掠



商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻

四

凹

第
一
二
了
三
腕

D
跡
を
み
せ
左
い
の
は
次
白
却
一
山
川
に
よ
る
。

〕一
代
金
決
湾
方
法
が
現
金
か
ら
手
形
に
移
行
し
て
い
る
と
と

〕ピ
掛
寅
残
と
し
て
累
品
目
し
て
い
た
も
の
が
、
現
金
同
復
困
難
白
た
め
、
/
手
形
忙
よ
っ
て
同
散
を
進
め
て
い
る
と
と

し
か
も
そ
り
尻
は
問
屋
自
身
の
資
力
不
足
の
た
め
、
右
表
の
割
引
手
形
に
み
ら
れ
Z
よ
う
に
、
帰
ん
ど
金
融
機
閥
k
依
存
し
て
い
る
。

弐
K
買
掛
金
の
推
移
を
み
る
と
、
戦
前
白
小
買
業
者
に
劃
す
る
合
融
問
機
能
に
大
き
友
比
重
を
占
め
て
い
た
掛
安
は
一
般
情
勢
と

令
し
℃
累
増
傾
同
を
辿
り
う
つ
あ
る
。

(
阜
位
百
高
閲
)

M T Y T D I T 曾

五 Z 
商商商商 商商商 民在

社社社社社社社 名

三八 O 五一三七三|也|五月二三
七一六 Z 八二五

大一
H百

一八八七五回 C八豆四
月日四目、四一 八

-〆占、 ー

九巴-八o一三九 八 八三 O七 七八
四

月

ー-一一一:t、
月昭凶、五 O 一O 六回 五七五

八二 一六八

二宜ー
四二日百

主九O 六一 六八八七 四
七 O 七六回 月

ご七一一
五日二百

六七O 六回二一一 月匹、i 
六 三五七七宝

数
字
は
主
と
し
て
小
寅
商
に
謝
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
他
の
も
の
を
も
含
ん
で
い
る
。
一

般
的
責
上
高
白
減
少
し
つ
う
あ
る
時
期
に
も

拘
ら
宇
、
資
掛
金
は
増
加
し
て
烏
り
、
と
む

と
と
も
ま
た
小
賀
商
に
針
す
る
問
屋
む
い
わ

ゆ
る
問
屋
的
機
能
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
一
詮

左
右と
k亡 ν、
みい

るえ
とよ
とう
ろ。

古£

正
し
ν、
と
す

h 
ば

戦
後
k
お
け
る
問
屋
白
特
徴
は
、
第
一
に
そ

の
自
主
性
を
失
い
、
金
融

1
猫
占
者
本
え
白

小
賀
商
に
封
し
て
は
依
然
と
し
て
問
屋
的
機
能
を
も
う
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
と
白
ζ

従
属
E
強
め
た
と
と
司
第
二
忙
中
小
工
業
、



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
は
戦
後
資
本
主
義
白
樺
逝
に
闘
し
、
わ
れ
わ
れ
に
重
要
な
一
目
陵
h
T

興
え
る
c

い
ま
や
中
小
工
業
者
.
小
賀
商
白
窮
極
の
支
配
者
は
.

問
屋
で
は
な
く
し
て
、
金
融

1
州
側
占
資
本
で
あ
り
、
と
れ
は
良
民
心
窮
極
む
支
配
者
が
戦
後
も
は
や
地
主
で
は
危
く
な
り
、
金
融
uu

濁
占
者
本
に
な
っ
た
ζ

と
と
、
相
」
艇
や
る
と
こ
ろ
の
戦
後
に
沿
け
る
新
し
い
階
級
介
化
?
あ
る
。
だ
が
そ
む
こ
と
は
決
し
て
、
両
日
小

工
業
及
び
小
由
民
向
の
門
前
回
白
支
削
者
が
問
屋
で
あ
る
と
と
九
可
決
し
て
否
定
す
お
も
の
で
伴
な
い
。
戦
後
白
問
屋
に
閲
す
る
共
倒
的
な

信)分
析
均三

そ
屯コ
'と
と
を
刀て

し
て
ν、
る

商
業
資
本
自
仰
の
集
中
傾
向

最
後
に
織
組
関
係
の
商
業
資
本
自
刊
に
長
け
る
集
中
傾
向
を
み
よ
う
。
昭
和
二
十
五
年
十
月
披
む
「
東
京
銀
行
月
報
一
は
、
織
維

関
係
閣
杭
の
轍
同
額
の
集
巾
皮
を
示
す
弐
白
よ
う
な
統
計
を
か
か
げ
て
い
恥
。

一
業
者

崎

出

高

一
九
%
豪

何
事:

一O
財
高

九
%
高

八
%
蚕

七
%
憂

ハ
山
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護

常E

f百
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商

廿
四
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l
十
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一
月

I -11 
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サ
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一
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職
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社
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社

四
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蓋
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社

一
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商
業
資
本
に
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一
考
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第
六
十
八
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六

イ
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一
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批
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社
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商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻

~ ，、

第
一
二
了
三
韓

~ 
r、

一
%
以
上
白
業
者
の
聡
川
額
白
合
計
を
見
る
と

二
十
四
年
六

i
十
二
月

二
十
三
年
一

l
六
月

二
十
二
年
七
九
月

ヒ
一
・
九
%

八
0
・0
%

七
八
・
O
V
N

と
な
る
。
こ
白
数
字
に
つ
い
て
東
銀
月
報
は
弐
の
よ
う
な
説
明
を
興
え
て
い
る
。

「
と
白
二
〔
J
D
デ
ー
タ
か
ら
知
り
得
る
こ
と
は
、

集
中
皮
は
聞
に
高
圭
っ
て
来
た
と
・
と
で
あ
る
。
二
十
二
年
に
比
し
二
十
三
年
は
、

や
や
分
散
的
な
傾
向
を
み
せ
た
か
に
思
え
る
が
、

二
十
凶
作
に
は
、
俄
然
関
皮
の
集
中
化
を
示
し
た
と
と
は
、
綿
枇
数
と
-
%
以
上
白
利
数
と
む
比
率
が
甚
し
く
減
じ
た
に
も
か
か
わ

ら
す
、
輸
出
高
の
比
率
は
さ

t
た
る
減
少
を
示
し
て
い
た
い
黙
と
、
二
十
三
年
の
一
%
以
上
白
業
者
が
比
較
的
三
角
形
を
第
す
分
散

を
示
ず
に
封
し
て
、
一
一
十
四
年
は
中
間
主
紋
く
不
整
形
を
潟
す
の
み
な
ら
歩
、
一
枇
で
ご

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
額
を
示
す
も
白
す

ら
現
れ
て
来
た
事
に
よ
う
て
四
百
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
o」

。“

「
日
親
調
査
し
は
印
刷
物
に
な
っ
て
い
々
い
。
大
阪
支
府
自
書
類
か
ら
の
筆
記
且
止
る
。

京
銀
調
査
月
報
(
附
和
ニ
十
王
勾
十
月
)
三
一
頁
。

同
右
ロ

餓

鏑

商

業

資

本

右
は
繊
維
間
口
民
主
側
に
と
っ
て
、
戦
後
に
ゐ
け
る
商
業
資
本
白
動
向
を
み
た
も
む
で
あ
る
が
、
い
ま
一
つ
踊
維
部
門
と
伺
様
に
重

要
な
意
義
を
有
す
る
鍛
側
同
日
出
に
う
い
て
み
て
K

ぜ
こ
う
円
繊
維
問
屋
と
銭
銅
問
屋
自
性
質
白
相
遣
は
、
結
局
わ
が
闘
に
老
け
る
織
維



生
産
部
門
と
鋳
鋼
生
産
部
門
白
快
質
白
相
違
か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
織
維
部
門
の
中
軸
を
な
す
綿
糸
紡
絞
業
が
、
わ
が

闘
に
や
け

Z
産
業
者
木
主
義
確
立
白
時
期
、
即
ち
明
治
二
十
年
、
一
二
十
年
代
に
催
立
し
て
い
る
凸
に
針
し
、
鍛
鋼
業
の
確
立
し
た
白

は
腕
に
、
日
本
資
本
主
義
が
狽
占
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
大
正
年
代
で
あ
り
、
し
か
も
前
者
が
す
べ
て
民
間
資
本
を
以
て
蜘
血
管

せ
ら
れ
て
い
る
に
射
し
、
後
者
に
む
て
は
岡
家
養
本
が
極
め
て
重
要
な
比
率
を
占
め
て
い
た
。
と
う
し
た
事
貨
は
隔
部
門
白
流
題
過

程
、
商
業
資
本
の
任
格
に
も
影
響
を
あ
た
え
す
に
は
止
か
歩
、
織
維
部
門
に
あ
っ
て
は
、
紡
績
資
本
と
商
業
資
本
と
は
、
た
と
い
そ

の
系
諮
を
等
し
く
す
る
と
は
い
え
、
同
者
の
聞
に
一
』
憾
の
分
業
関
係
一
が
存
在
L
、
そ
む
い
み
で
紡
績
部
門
に
は
い
わ
ゆ
る
財
閥
的
支

配
が
額
著
な
現
象
と
し
だ
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
れ
K
劃
し
て
、
鍛
鋼
部
門
に
あ
う
で
は
、
官
営
八
幡
製
銭
所
と
並
ん
で
民
間
製
銭

所
が
確
立
し
た
第
一
次
大
戦
後
白
時
期
に
ゐ
い
て
は
、
阪
に
日
本
-
資
本
主
義
は
溺
占
の
段
階
に
入
っ
て
ゐ
り
、
銭
鋼
業
の
資
本
と
鏡

銅
問
屋
白
脊
本
と
は
、
伺
一
倍
財
閥
的
調
占
資
本
に
属
す
る
と
い
う
例
が
多
か
っ
た
。
紡
悼
開
業
と
ち
が
っ
て
餓
鋼
業
に
沿
い
て
は
、

財
閥
的
支
配
が
み
ふ
れ
た
む
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
餓
釧
業
に
沿
け
る
商
業
資
本
は
、
機
維
問
屋
に
比
し
て
、
最
初
よ
り
そ

の
集
中
皮
が
高
く
、
大
口
需
要
白
み
を
取
扱
っ
た
た
め
、
小
口
需
要
に
謝
し
て
は
、
特
約
届
と
い
う
下
部
機
構
を
必
要
と
し
た
。
ぃ

ー
ー
ー
ま
手
元
に
十
分
白
資
料
が
な
い
た
め
に
、
確
貨
に
は
い
え
な
い
け
れ

ど
も
、
織
維
問
屋
が
中
小
織
布
業
者
や
小
買
商
に
謝
し
て
な
す
問
屋

止 4

国外)

ヱ|メーカ 1 

L 

Lf!ll ~jこ

巨函

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
壱
察

岩要

的
支
配
白
関
係
は
、
銭
銅
問
屋
に
烏
い
て
は
特
約
庖
に
謝
し
て
存
す

る
も
の
白
よ
う
に
凪

b
れ
る
。

需

さ
て
戦
後
に
治
け
る
餓
鋼
閥
係
自
流
活
機
構
を
固
示
し
、
そ
白
な

か
に
治
け
る
銭
銅
問
屋
D
動
向
に
入
つ

τゆ
く
と
と
に
し
よ
う
。

第
六
十
八
巻

七

事
一
ニ
了
一
一
一
説

七



商
業
費
+
合
医
闘
す
る
一
考
察

静
六
十
八
巻

戸、

部
一
二
一
・
コ
一
規

A 

右
岡
中
D
問
屋
及
び
特
約
居
白
性
格
は
火
白
ょ
う
で
あ
る
。

問

屋

ヌ

l
ヵ
ー
と
直
接
取
引
を
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
で
、
経
時
間
的
資
力
白
比
較
的
強
大
主
も
の
、
ま
た
需
要
点
唱
に
劃
し
て
は

大
口
需
要
者
と
白
み
直
接
取
引
を
し
、
小
口
需
要
者
K
封
し
て
は
、
特
約
庖
を
通
じ
て
取
引
を
す
る
も
の
。
現
在
問
屋
は
鋼
材
ク

ラ
プ
を
結
成
し
て
い
る
。

問
屋
以
外
白
小
販
買
業
者
で
、
大
メ
~
l
カ
ー
と
は
庶
接
取
引
せ
歩
、
専
ら
問
屋
を
通
じ
一
」
需
要
者
と
附
係
す
る
。
し
か
も

需
要
者
は
小
口
需
要
者
に
限
ら
れ
る
。
特
約
庖
は
い
わ
ば
流
通
機
構
に
お
け
る
毛
細
管
的
役
割
を
果
す
小
板
賢
業
費
で
あ
る
。

m
銀
行
者
本
と
白
関
係

特
約
庇

問
屋
と
銀
行
資
本
と
白
関
係
を
み
る
た
め
に
・
問
屋
白
貸
借
封
服
去
に
あ
ら
わ
れ
た
他
人
資
本
と
自
己
者
本
D
割
合
を
あ
げ
よ
う
。

回
併
特

C
Z
川
内

〉

旨 U
「了

(
棉
博
4
E
)

出
。
北
白
国
外

回

明

壮

。

且

洲

昏

〉

路

付

回
目
滞
斗
打

]
C
H

∞h
p
U
]
F
 

円一剖ぽ日削
i
u
p
2
0次

回
。
0
4
回目。

到
f
円
1
P
E
-淡

町。
ω
一戸一。

目
。
面
市
】
⑤
叶

L
国…司
Lhv凶次

右
に
明
ら
?
な
よ
う
化
、

A
枇
に
九
百
け
る
他
人
資
本
は
自
己
資
本
に
比
し
、
コ
一

0
0
0
|五
0
0
0
%に
達
し
て
い
る
。
い
ま
同
枇

に
闘
す
る
戦
前
の
記
録
は
手
γ

ん
に
な
く
、
従
う
て
戦
前
と
白
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
財
閥
的
支
配
が
担
か
う
た
鮪
で
、

或
い
は
織

維
問
屋
に
比
べ
て
取
れ
叫
に
烏
い
て
も
他
人
資
本
へ
白
依
存
性
は
若
干
高
か
っ
た
が
も
知
れ
な
い
。
じ
が
し
戦
後
忙
な
っ
て
、
更
ら
に

そ
れ
が
著
し
く
高
ま
っ
た
こ
と
は
事
民
で
あ
ワ
て
、
こ
れ
は
問
屋
が
著
し
〈
そ
の
自
主
性
佐
失
っ
て
、
金
融
資
本
に
従
属
化
し
て
い



る
と
と
を
一
不
す
。
同
様
の
傾
向
は
I
商
世
に
も
み
ら
れ
る
。

同

博

(
冊
宵
山
叩
圃
)

岳
〉
謝
礼
円

E

日

潮

社

I~.I.~I 
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H 

占
u 
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目
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自
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邑

お
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お

呂
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お
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<0 
凶h

<0 

器

『

胡

寸

日

w
h

@
c
o
u
w
h
 

。。
A

防
次

∞
ω
印
乳

ー
枇
白
方
が
A
枇
に
比
し
て
自
己
資
本
白
比
率
が
や
や
高
い
の
は
、
選
ば
れ
た
年
次
が
異
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い

A
T
れ
に
し
て
も
自
己
費
木
の
占
め
る
比
率
は
著
し
く
低
い
。

A
枇
及
び
I
祉
は
戦
前
か
ら
存
在
す
る
商
事
合
制
で
あ
る
が
、
戦
後
の

新
興
商
枇
に
う
い
て
も
同
様
白
ζ

と
が
い
え
る
。
も
っ
と
も
新
興
曾
枇
と
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
ら
は
奮
財
閥
的
商
業
費
木
売
る
三
井

物
産
、
三
一
菱
商
事
D
解
輔
さ
れ
た
結
果
で
き
た
も
白
で
あ
る
賠
を
注
意
レ
注
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
二
菱
商
事
由
解
慨
さ
れ
た
結
呆
生
れ

た
M
商
枇
に
つ
い
て
み
占
う
。

冨

再i

(
骨
骨
4
E
)

官

む
'ω
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(
納
品
道
)

鼠

ω
E
S
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目
。
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S
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同

4
M
∞ー
ωω
∞

川
市
配
下
l
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『

ωω
良

品

一

戸

田

由

吋

、

(2)新
興
曾
祉
に
ずコ
し、

て

は

暦
銀
行
費
本
へ
D 

依
存
率
古宝

丙
ν、

メ
ー
カ
ー
と
む
閥
係

商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察
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八
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商
業
資
本
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巻

第
一
二
一
二
ニ
瞳

O 

O 

そ
の
取
引
方
法
の
う
ち
に
み
ら
れ
る
。
現
在
費
際
に
行
ι削
れ
て
い
R

る
取
引
方
法
は
、
メ
ー
カ
ー
が
毎
月
一
回
先
物
協
議
曾
を
ひ
ら
き
、
建
値
と
同
時
陀
問
屋
と
白
契
約
闘
係
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
い

戦
後
メ
ー
カ
ー
に
劃
す
る
問
屋
の
地
位
が
弱
化
し
た
と
と
は
v

う
方
法
で
あ
る
。
と
れ
に
は
問
屋
の
代
表
者
も
出
席
す
る
。
契
約
の
種
類
K
は
三
週
り
あ
う
て
、
第
一
一
は
定
期
契
約
で
あ
り
、
ヌ
ー

、
ヵ
ー
が
特
定
白
問
屋
に
駆
質
量
を
義
務
づ
け
、
定
期
的
に
か
の

J

縦
精
し
て
ζ

白
販
賓
室
主
引
受
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
第
二
は
先
物

契
約
で
あ
り
、
と
れ
は
問
屋
が
鎖
銅
白
需
要
心
皮
令
に
応
じ
て
、
自
己
D
責
任
に
岩
い
て
品
種
、
数
量
、
寸
訟
を
決
定
し
、
メ
ー
カ

ー
と
一
月
と
か
二
月
と
か
後
白
先
物
を
一
括
し
て
契
約
す
る
や
り
方
で
あ
る
1

第
三
は
前
二
者
白
う
ち
忙
入
ら
な
い
方
法
で
、
定
期

費本金
設立娼|敵前l臨後|計

600害調以上 23 12 35 

300蔦園以上 釘 17 44 

200蔦園以上 35 28 u3 

100掴以 上 一:iEl
言___~~_L~~~

ま
た
は
先
物
契
約
で
充
足
し
え
な
い
臨
時
的
な
需
要
に
ヲ
い
て
、
そ
の
都
度
メ
ー
カ
ー
と
問
屋

が
契
約
を
む
す
ぷ
随
時
契
約
で
あ
与
。

こ
の
う
ち
で
メ
ー
カ
ー
と
問
屋
と
の
力
闘
係
を
一
話
す
の
は
第
一
白
方
法
で
あ
る
が
、
版
買
上

白
諸
僚
件
。
決
定
は
生
産
者
自
側
に
あ
り
、
問
屋
は
メ
ー
カ
ー

D
定
め
る
販
責
保
件
に
従
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
と
に
な
う
て
い
呂
。
と
れ
は
支
訓
俊
件
、
受
波
保
件
に
つ
い

τも
同
様
で
あ
る
。

口
銭
に
つ
い
て
は
、
八
幡
富
上
白
如
き

E
大
メ
ー
カ
ー
に
あ
ワ
て
は
内
口
銭
制
を
'
と
っ
て
去

り
、
と
白
内
日
銭
制
白
場
合
忙
は
、
問
屋
白
う
け
と
る
口
銭
は
メ
ー
カ
ー
側
の
決
定
に
従
う
の

で
あ
る
。
こ
う
友
れ
ば
問
屋
は
最
早
全
く
そ
む
問
屋
機
能
を
失
っ
て

k
d
H、
メ
ー
カ
ー
の
翠
な

る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
化
し
て
終
っ
て
い
る
。

問
屋
白
地
位
白
相
封
的
低
下
と
い
う
己
と
は
、
資
本
主
義
稜
達
。
一
般
的
傾
向
で
あ
る
、
が

日
本
白
場
合
、
濁
禁
法
、
経
済
力
集
中
排
除
法
に
よ
り
、
奮
財
閥
に
閉
山
す
る
三
井
物
産
、
三
菱



商
事
が
強
制
的
に
解
慨
さ
れ
、
戦
後
新
に
新
興
問
屋
が
族
生
し
た
と
い
う
特
殊
事
情
が
加
わ
ワ
て
い
る
。
問
屋
設
立
を
戦
前
、
戦
後

に
分
け
て
表
示
す
れ
ば
右
の
よ
う
に
え
な
っ
て
い
る
。

信)

需
要
4
4
と
の
閥
係

わ
れ
わ
れ
は
苫
き
に
鵡
維
問
屋
江
つ
い
て
観
察
し
た
さ
い
に
、
戦
後
の
織
維
問
屋
は
、
紡
績
費
本
に
劃
し
て
は
最
早
問
屋
的
機
能

を
失
ぃ
、
む
し
ろ
銀
行
、
紡
績
資
本
に
よ
っ

τ形
成
さ
れ
る
金
融
H
濁
占
資
本
白
従
属
下
に
入
っ
て
い
る
け
れ
E
も
、
下
部
の
中
小

織
布
業
者
及
び
小
買
業
者
に
謝
し
て
は
依
然
と
し

τ問
屋
的
機
能
を
残
存
し
て
い
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
様
。
と
み
一
は
い
ま

銭
銅
問
屋
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
遺
憾
な
が
ら
い
ま
そ
れ
に
つ
い
て
明
確
友
結
論
を
引
出
す
べ
曹
資
料
が
手
元
忙
友

い
。
そ
白
紋
陥
は
い
づ
れ
今
後
白
研
究
に
よ
っ
て
漸
次
み
た
し
て
ゆ
〈
と
と
と
し
、
い
ま
は
問
屋
と
需
要
家
と
の
聞
の
取
引
関
係
か

ら
若
干
D
ヒ
ン
ト
を
得
亡
治
く
に
止
め
よ
う
白
問
屋
は
需
要
家
に
製
品
E
引
渡
す
と
同
時
に
あ
る
い
は
一
定
期
間
後
に
、
現
金
ま
た

は
手
形
を
以
て
支
搬
を
う
け
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。
需
要
家
か
ら
の
支
梯
は
、
最
近
で
は
、
現
金
挽
一
一
割
、
ご
カ
月
手
形
一
一
割
、

三
カ
月
手
形
三
乃
至
四
割
、
四
カ
月
手
形
三
乃
至
四
割
で
、
後
白
二
者
は
信
用
の
あ
る
大
口
需
要
者
に
多
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
す

る
と
中
小
の
需
要
者
{
中
小
メ
ー
カ
ー
、
特
約
庖
)
白
場
合
は
主
と
し
て
第
一
及
び
第
二
心
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
白
で
あ
る
が
、
現

金
梯
白
場
合
に
は
、
問
屋
的
支
配
は
、
支
梯
閲
係
に
闘
す
る
限
り
あ
り
え
な
い
。
恐
ら
〈
そ
れ
ら
需
要
者
に
封
ず
る
取
引
関
係
位
、

一
一
カ
月
掛
手
形
が
主
流
を
な
す
百
む
と
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
は
さ
き
時
み
た
繊
維
問
屋
D
場
合
と
同
様
で
あ
る
o
繊
維
問
屋
白
場
合
、

中
小
織
布
業
者
白
振
出
し
た
二
カ
月
掛
手
形
が
期
日
比
落
ち
す
、
そ
り
決
油
開
資
金
と
し
て
問
屋
か
ら
織
布
代
。
前
渡
を
う
け
る
傾
向

が
あ
ら
わ
れ
、
そ
主
化
問
屋
金
融
白
復
活
が
み
ら
れ
た
が
、
銭
制
問
屋
白
場
合
、
己
白
よ
う
な
中
小
メ
ー
カ
ー
に
劃
す
る
問
屋
金
融

の
例
は
儀
り
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
銭
銅
問
屋
の
場
合
に
ゐ
灯
る
問
屋
的
支
配
は
、
い

b
ゆ
る
特
約
庖
に
劃
し
て
・
泊
さ
れ
る
も

商
業
費
本
に
闘
す
る
一
考
察

静
六
+
八
巻

第
一
二
一
・
=
一
読



商
業
費
本
民
闘
す
る
一
考
察

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
の
黙
陀
閲
す
る
費
、
料
は
ま
だ
十
分
で
な
い
。

間
商
業
資
本
自
間
の
集
中
傾
向

第
六
十
八
巻

耐
用

7
一
一
・
三
鵠

屋

ま
す
戦
前
・
戦
後
に
長
け
る
問
屋
及
び
特
約
庖
む
概
数
を
一
不
す
と
弐
む
よ
う
に
な
っ
て
い
品
。

年

決

昭
和
一
一

問

特
約
底

一、七
0
0

ヨ，
四

If 

一
六

一、九

0
0

l¥ 
O 

11 

七

九
四

七
O
O

11 

五
八

一
、
四
七
八

11 

丸
八

明

不

11 

五

一
二
五
四

一
七
五

ζ

白
間
に
あ
っ
て
、
取
引
高
の
大
問
屋
え
白
集
中
は
相
首
顕

著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
下
去
は
去
の
傾
向
を
物
語
る
も
り
で

あ
ろ
う
。

ム
」
と
ろ
で
問
屋
に
冶
け
る
こ
う
し
た
集
中
傾
向
は
、

メ

カ

ー
側
に
お
け
る
集
中
傾
向
に
併
行
す
る
も
白
で
あ
る
が
、
メ
ー

ヵ
1
側
に
長
け
る
集
中
皮
白
方
が
更
に
高
度
で
あ
る
駒
が
注
意

せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

問
屋
仕
入
高
集
中
皮
(
昭
和
廿
四
年
六
周
|
廿
王
年
有
月
)

85，9% 

(42枇)

44.6% 

( 10問屋)

問屋

岩井産業、

入丸産業|
27.1'3ノ

安宅産業> -.-'" ， (5大問屋)
室町物産 l
丸の内商事/

森岡興業

大阪鋼材

日商

岡谷鋼隣

席潜興業

H本1語鋼c-の他32jjit

その他中小問屋 133祉

問屋偲敷 175社



昭和 24年度普通覇軍鋼材

生産貫蹟(日本鍛鋼連盟調)

生産費横%

八幡製重量 26.ケ

富士製織 6.2 

日本鋼管 l 14.6 

川崎重工 10.9 

神戸製鋼 6.8 

扶桑金島 3.2 

6社合計 | 68.4 

共他 州| 31.6 

合 100.0 

右
白
よ
う
に
昭
和
二
十
凶
年
度
に
沿
い
て
八
幡
、
富
士
及
び
他
白
四
品
川
が

総
生
摩
額
中
に
占
め
る
割
合
は
七
O
%
近
い
の
に
、
問
屋
白
集
中
皮
は
、
五

大
問
屋
で
一
七
%
、
十
問
原
で
四
四
%
を
占
め
る
に
ず
ぎ
友
い
。
と
う
し
た

事
貨
も
、
賛
木
関
係
に
長
い
て
メ
ー
カ
ー
の
力
を
相
謝
的
忙
高
め
る
作
用
主

も
う
も
の
と
息
わ
れ
る
。

以
上
繊
維
問
屋
の
場
合
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
織
鋼
問
犀
に
う
い
て
観
察

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
う
た
と
こ
ろ
は
、
繊
維
問
屋
と
織
鋼
問

屋
と
は
大
慨
同
一
白
鷺
展
傾
向
を
辿
担
、
同
一
白
問
題
を
内
包
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
細
部
白
貼
に
K
M

い
て
は
必
ら
お
y
し
も
同
じ
で
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
特
に
著
し
い
相
異
は
、
繊
維
工
業
白
場
合
に
は
、

問
屋
D
中
小
織
布
業
者
に
針
す
る
支
配
閥
係
が
頴
著
に
あ
ら
わ
れ
て
語
る
に
劃
し
、
銭
鋼
業
の
場
合
は
必
ら
す
し
も
そ
う
で
な
い
と

い
う
と
と
で
あ
る
。
畿
鋼
問
屋
D
直
接
白
取
引
先
は
主
と
し

τ
大
口
需
要
者
で
あ
れ

Jτ
‘
小
口
需
要
者
に
劃
し
て
は
、
既
に
述
べ
た

土
う
に
~
特
約
底
を
通
じ
て
取
引
す
る
白
で
あ
る
n

問
屋
白
特
約
府
に
劃
す
る
胡
係
は
、
そ
の
名
の
一
不
す
よ
う
に
か
左
り
恒
常
的
危

本
調
査
は
主
と
し
て
京
大
融
鋼
業
共
同
研
究

恐
ら
ぐ
問
屋
と
特
約
屈
と
白
聞
に
問
屋
的
支
配
関
係
が
存
す
る
も
の
白
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

市
場
置
の
も
の
民
よ
る
。
詳
細
目
本
誌
究
臨
で
齢
木
草
靖
氏
が
輩
表
す
る
議
定
。

‘E
D
で
あ
っ
て
、

回

結

語

商
業
費
本
に
闘
す
る
一
専
務

最
近
喜
本
主
義
下
主
け
る
商
業
重
量
展
傾
向
と
し

τヒ
ル
フ

7
1
デ
イ
ン
グ
の
暴
げ
る
諸
特
徴
は
、
日
本
白
場
合
に
於

事
一
ェ
一
・
=
一
世

静
六
十
八
巻
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国

て
も
み
ら
れ
る
。
即
ち

一
、
商
業
資
本
に
封
す
る
銀
行
資
本
の
支
配
が
強
化
せ
ら
れ
つ
う
あ
る
と
と
。

一
一
、
商
業
者
本
に
封
ず
る
産
業
資
本
D
相
封
的
地
位
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
と
。

一
二
、
し
か
も
商
業
資
本
内
部
に
烏
い
て
も
額
著
な
集
中
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
と
。

d

と
れ
ら
む
誇
鮪
が
、
い
わ
ゆ
る
繊
維
問
屋
と
餓
鋼
問
屋
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
う
い
っ
た
傾
向
は
、
特
に
戦
伎
の
日
本
資
本
主
義
に
沿
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
白
場
合
、
注
意
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
固
と
と
は
、
と
う
い
っ
た
一
般
的
友
鼓
展
傾
向
の
う
ち
に
日
本
町
特
殊
性
を
解
消
し
て
絡
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
と
と
で
あ

る
。
一
九
四
九
年
向
型
平
岡
告
白
恐
慌
以
後
、
園
内
市
揚
、
外
岡
市
揚
白
狭
限
必
に
つ
れ
て
、
ヂ
小
工
業
(
中
小
商
業
が
金
融

的
な
危
機
に
立
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
再
び
商
業
資
本
に
よ
る
奮
来
白
間
同
月
的
支
配
が
復
活
し
つ
つ
あ

D
、
金
融

1
溺
占
茨
木
白
商

業
費
本
支
配
と
い
う
事
貨
と
、

と
の
問
屋
的
支
配
白
復
活
と
い
う
こ
ヲ
白
事
貫
骨
統
一
的
忙
把
握
す
る
と
と
と
そ
肝
要
・
な
の
で
あ

る
。
本
論
は
不
十
分
な
が
ら
そ
の
賠
を
明
ら
か
に
し
た
。

、、


